
三
原
城
本
丸
大
広
間
に
つ
い
て
の
考
察

一、
緒

広
島
県
三
原
市
に
所
在
す
る
三
原
城
は
、
小
早
川
隆
景
が
築
い
た
近
世
城
郭

で
、
沼
田
川
の
河
口
に
位
置
し
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
い
わ
ゆ
る
海
域
で
あ
る
。

現
在
は
J
R
山
陽
本
線
と
新
幹
線
が
本
丸
を
南
北
に
分
断
す
る
よ
う
に
通
り
、
ま

た
堀
の
ほ
と
ん
ど
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
石
垣
は
崩
さ
れ
て
城
域
の
大
部
分
が
市
街

地
化
し
た
た
め
、
遺
構
は
本
丸
天
守
台
や
二
の
丸
舟
入
櫓
付
近
な
ど
の
石
垣
や
域

内
か
ら
移
築
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
門
が
市
内
に
数
棟
残
る
の
み
で
あ
る
。

三
原
城
に
関
す
る
研
究
は
、
遺
構
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
文
献
史
料

も
乏
し
い
こ
と
か
ら
ほ
と
ん
ど
成
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
江
戸
時
代
に
制
作
さ

れ
た
域
絵
図
が
管
見
に
よ
れ
ば
四
枚
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
概
要
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
域
内
指
図
の
写
し
で
あ
る
「
三
原
城
本
丸
建
物
図
」
(
以
下
、

「
本
丸
建
物
図
」
と
記
す
)
と
「
備
后
三
原
城
本
丸
内
建
物
」
(
以
下
、
「
本
丸
内

建
物
」
と
記
す
)
に
よ
っ
て
、
本
丸
御
殿
の
復
元
考
察
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

す
で
に
松
岡
利
郎
氏
の
復
元
考
察
が
あ
り
、
小
早
川
隆
景
が
築
造
し
た
こ
と
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
考
察
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
桃
山
時
代
前
期
は
、
政
治
史
に
お
い
て
は
織
田
信
長
が
台
頭
し
、

そ
の
死
後
は
秀
吉
が
そ
の
跡
を
継
承
し
天
下
人
と
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
当
時
の

武
家
殿
舎
の
形
式
で
あ
っ
た
書
院
造
も
こ
の
天
下
統
一
に
よ
る
権
力
の
集
中
や
増

大
と
い
っ
た
流
れ
に
応
じ
て
江
戸
時
代
の
書
院
造
へ
と
変
化
を
す
る
変
革
の
時
期

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
時
期
の
書
院
造
を
考
察
す
る
こ
と

は
、
そ
の
後
の
書
院
造
の
形
式
の
変
遷
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と

佐

藤

大

規

言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
書
院
造
に
つ
い
て
は
、
資
料
と
な
る
遺
構
や
古
絵
図
あ

る
い
は
文
献
史
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
本
格
的
な
研
究
が
ま
だ
成
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
松
岡
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
三
原
城
本
丸
御
殿
が
小
早
川

隆
景
に
よ
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
造
営
年
代
は
慶
長
元
年
(
一
五
九
六
)
頃

と
す
る
こ
と
が
で
き
、
資
料
が
乏
し
い
桃
山
時
代
前
期
の
書
院
造
殿
舎
と
し
て
貴

重
な
事
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
「
本
丸
建
物
図
」
・
「
本
丸
内
建
物
」
を
用
い
て
、
三
原
城
本
丸
御

殿
の
中
心
的
殿
舎
で
あ
る
大
広
間
の
復
元
考
察
を
行
い
、
そ
の
特
色
を
明
ら
か
に

し
た
い
。

、‘，，，
噌

E
ム(
 

一一、
三
原
城
の
沿
革

毛
利
元
就
の
三
男
隆
景
は
、
天
文
十
三
年
(
一
五
四
四
)
、
小
早
川
氏
の
有
力

な
庶
家
で
あ
る
竹
原
小
早
川
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
天
文
十
九
年
に
は

本
家
の
沼
田
小
早
川
家
の
当
主
が
病
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
養
子
と
な
り
高
山

城
に
入
っ
た
。
高
山
城
は
、
谷
を
挟
ん
で
東
西
に
延
び
る
尾
根
上
に
、
標
高
が
ほ

ぼ
等
し
い
曲
輪
を
配
置
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
谷
に
誘
い
込
ん
だ

外
敵
を
南
北
の
曲
輪
か
ら
挟
み
撃
ち
に
す
る
備
え
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
戦
術

的
に
優
れ
た
城
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

隆
景
は
天
文
二
十
一
年
に
高
山
城
の
対
岸
に
新
高
山
城
を
築
き
、
本
拠
を
移
し

た
。
隆
景
が
新
高
山
城
に
本
拠
を
移
し
た
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
本



家
を
継
い
だ
ば
か
り
の
自
分
の
力
を
家
臣
団
に
誇
示
す
る
の
が
大
き
な
理
由
と
言

う
。
新
高
山
城
は
内
郭
と
外
郭
に
分
か
れ
て
い
る
。
本
丸
跡
や
釣
井
の
段
跡
に
石

垣
が
残
っ
て
い
る
こ
と
や
未
発
達
な
が
ら
も
析
形
虎
口
が
数
カ
所
見
ら
れ
る
。
ま

た
本
丸
跡
や
二
の
丸
跡
に
は
礎
石
が
露
頭
し
て
い
て
建
物
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
、
近
世
城
郭
へ
の
過
渡
期
に
あ
っ
た
城
郭
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
城
内

に
存
し
た
匡
真
寺
跡
に
は
基
壇
跡
や
庭
園
跡
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。

三
原
城
の
築
城
は
、
「
小
早
川
家
系
図
」
に
よ
る
と
永
禄
十
年
(
一
五
六
七
)

の
こ
と
で
あ
る
。
隆
景
は
、
早
く
か
ら
沼
田
川
の
河
口
に
位
置
す
る
三
原
に
注
目

し
て
い
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
新
高
山
城
に
本
拠
を
移
し
た
翌
天
文
二
十
二
年

に
毛
利
氏
か
ら
小
早
川
氏
に
出
向
し
て
い
た
家
臣
が
三
原
要
害
の
在
番
を
命
じ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
三
原
要
害
は
近
年
の
研
究
に
よ
る
と
、
三
原
城
の
北
に
位
置
す

る
桜
山
城
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
列
。
永
禄
十
年
の
築
城
は
、
山
上
に
築
か
れ

た
要
害
か
ら
沼
田
川
河
口
へ
場
所
を
移
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

織
田
信
長
と
の
対
立
が
激
化
す
る
と
三
原
城
の
重
要
性
は
一
層
増
し
た
ら
し

い
。
毛
利
輝
元
が
滞
在
す
る
な
ど
前
線
基
地
と
し
て
の
役
目
を
担
う
よ
う
に
な

り
、
天
正
八
年
(
一
五
八

O
)
と
十
年
に
は
相
次
い
で
修
築
工
事
が
行
わ
れ
た
。

信
長
が
本
能
寺
の
変
で
亡
く
な
り
、
織
田
方
と
の
講
和
が
成
立
し
た
後
も
堀
普
請

が
行
わ
れ
た
り
、
天
正
十
一
年
に
は
城
下
町
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
こ
の

頃
に
は
、
小
早
川
氏
に
関
係
の
あ
る
寺
院
が
三
原
に
移
さ
れ
が
}
。

そ
の
後
隆
景
は
、
毛
利
氏
と
と
も
に
秀
吉
の
傘
下
に
入
っ
た
。
天
正
十
三
年
に

は
伊
予
、
次
い
で
天
正
十
五
年
に
は
筑
前
・
筑
後
に
転
封
と
な
る
が
、
依
然
と
し

て
三
原
城
を
所
有
し
て
い
た
。
慶
長
元
年
(
一
五
九
六
)
に
家
督
を
養
子
の
秀
秋

に
譲
る
と
三
原
城
を
隠
居
城
と
定
め
、
新
高
山
城
か
ら
石
を
運
ん
だ
り
櫓
を
建
造

す
る
な
ど
大
規
模
な
修
築
を
行
つ
問
。

慶
長
二
年
に
隆
景
が
死
去
す
る
と
、
三
原
城
は
毛
利
氏
の
直
轄
と
な
っ
た
。

関
ケ
原
の
戦
い
の
後
、
毛
利
氏
が
防
長
に
転
封
と
な
る
と
、
替
わ
っ
て
福
島
正
則

が
所
有
し
た
。
正
則
は
嫡
男
の
正
之
を
三
原
に
置
き
、
三
原
城
の
整
備
を
進
め
た
。

現
存
す
る
天
守
台
の
石
垣
を
見
て
み
る
と
北
西
隅
は
算
木
積
を
志
向
し
つ
つ
も
不

完
全
で
古
式
で
あ
る
が
、
北
東
問
は
完
成
さ
れ
た
算
木
積
と
な
っ
て
い
て
築
造
時

期
に
差
が
あ
る
。
隆
景
築
造
の
天
守
台
は
築
造
途
中
で
あ
っ
た
か
、
規
模
が
小
さ

か
っ
た
も
の
を
正
則
が
完
成
も
し
く
は
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
備
後
国
之
内

三
原
城
所
(
正
保
城
絵
図
ご
や
「
広
島
藩
覚
書
」
に
よ
る
と
、
福
島
正
則
の
後

に
領
主
と
な
っ
た
浅
野
氏
時
代
の
三
原
域
内
に
は
三
十
二
棟
も
の
櫓
が
建
っ
て
い

た
こ
と
が
知
れ
る
。
隆
景
が
本
格
的
に
城
の
整
備
を
し
た
期
聞
が
僅
か
一
年
半
と

短
い
こ
と
、
天
守
台
を
完
成
さ
せ
た
の
が
福
島
正
則
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ

れ
ら
の
櫓
の
大
部
分
は
、
正
則
の
築
造
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

福
島
正
則
は
、
元
和
五
年
(
一
六
一
九
)
に
広
島
城
を
無
断
で
修
築
し
た
た
め

改
易
さ
れ
、
浅
野
長
震
が
替
わ
っ
て
広
島
城
に
入
っ
た
。
三
原
城
に
は
筆
頭
家
老

の
浅
野
忠
吉
が
城
代
と
し
て
入
り
、
以
後
、
三
原
浅
野
氏
が
明
治
維
新
ま
で
続
い

た
。
浅
野
氏
の
治
世
下
で
は
石
垣
の
修
理
な
ど
が
数
度
行
わ
れ
た
が
、
大
き
な
改

変
は
な
か
っ
た
。

明
治
維
新
後
は
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
に
城
内
の
建
物
の
入
札
が
行
わ
れ
、

本
丸
御
殿
な
ど
僅
か
な
建
物
を
除
き
、
取
り
壊
さ
れ
た
。
明
治
二
十
六
年
に
は
域

内
に
三
原
駅
が
置
か
れ
、
鉄
道
が
本
丸
を
分
断
し
た
。
小
学
校
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
本
丸
御
殿
も
同
じ
噴
に
取
り
払
わ
れ
る
な
ど
、
遺
構
の
大
部
分
が
失
わ
れ

た
。
現
在
で
は
堀
の
大
部
分
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
海
域
と
し
て
の
面
影
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
昭
和
三
十
二
年
(
一
九
五
七
)
に
は
、
高
山
城
・
新
高
山
城
と
と
も
に

小
早
川
氏
城
跡
と
し
て
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
平
成
二
十
年
(
二

O
O
八
)

に
は
、
内
堀
の
石
垣
の
復
元
が
行
わ
れ
る
な
ど
城
跡
の
保
存
活
用
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

(2 ) 

一一一、

大
広
間
の
復
元
考
察

(
一
)
復
元
の
資
料

三
原
城
本
丸
御
殿
の
建
築
構
成
を
知
る
資
料
に
は
、
「
本
丸
建
物
図
」
(
図
一
)

と
「
本
丸
内
建
物
」
(
図
一
一
)
の
二
枚
が
あ
る
。
両
国
と
も
現
在
残
っ
て
い
る
の

は
、
複
写
さ
れ
た
も
の
で
原
本
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
制
作
年
代
や
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「三原城本丸建物図」大広間部分図三

来
歴
な
ど
は
不
詳
で
あ
る
が
、
慶
応
年
間
(
一
八
六
五

i
六
七
)
に
制
作
さ
れ
た

「
備
後
国
三
原
城
絵
図
」
に
描
か
れ
た
本
丸
御
殿
の
鳥
敵
図
の
構
成
と
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
図
と
も
江
戸
時
代
後
期
の
本
丸
御
殿
を
描
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

両
図
を
比
較
し
て
み
る
と
建
物
の
構
成
は
、
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
し
か

し
、
「
本
丸
建
物
図
」
が
各
部
屋
の
名
称
や
規
模
、
建
具
の
種
類
ま
で
記
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
「
本
丸
内
建
物
」
は
建
物
の
聞
取
り
ゃ
部
屋
の
名
称
を
僅
か
に

記
し
て
い
る
の
み
で
、
柱
や
座
敷
飾
が
省
略
さ
れ
て
い
て
、
「
本
丸
建
物
図
」
に

比
べ
る
と
簡
易
的
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
け
る
大
広
間
の
復
元

は
、
「
本
丸
建
物
図
」
を
主
な
復
元
資
料
と
し
、
「
本
丸
内
建
物
」
は
そ
れ
を
補
完

す
る
形
で
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

(
二
)
復
元
考
察

「
本
丸
建
物
図
」
に
よ
る
と
大
広
聞
は
、
対
面
の
儀
式
を
行
う
表
向
き
の
部
屋
、

主
人
の
居
間
で
あ
る
中
奥
、
そ
し
て
そ
の
聞
に
納
戸
な
ど
奥
向
き
の
部
屋
を
設
け

る
三
列
構
成
で
あ
っ
た
(
図
三
・
四
)
。
表
向
き
の
主
座
敷
は
、
南
西
に
位
置
す

る
金
一
ノ
時
で
、
そ
の
西
側
に
は
床
高
を
一
段
上
げ
た
矩
折
の
上
段
金
ノ
聞
が

あ
っ
た
。
矩
折
の
上
段
を
も
っ
書
院
造
殿
舎
は
、
管
見
に
よ
る
と
現
存
遺
構
で
、

(
加
)

瑞
巌
寺
本
堂
(
慶
長
十
五
年
)
、
本
願
寺
白
書
院
(
寛
永
九
年
頃
)
が
あ
り
、
記

録
か
ら
わ
か
る
も
の
に
楽
楽
第
大
広
間
(
天
正
十
五
年
頃
)
(
図
五
)
、
大
坂
公
方

(nv 

邸
(
天
正
十
五
年
同
町
)
、
広
島
城
本
丸
御
広
間
(
文
禄
元
年
頃
)
、
熊
本
城
本
丸
大

広
間
(
慶
長
十
五
年
時
)
、
加
藤
平
左
衛
門
邸
御
広
間
(
慶
長
十
五
年
時
)
、
仙
台

城
本
丸
大
広
間
(
慶
長
十
五
特
)
(
図
六
)
、
「
昔
六
間
七
問
主
殿
之
図
」
(
慶
長
十

(

幻

)

(

お

)

五
年
以
前
)
、
松
江
城
二
の
丸
御
広
間
(
慶
長
十
六
年
頃
)
が
あ
る
。

「
本
丸
建
物
図
」
に
よ
る
と
、
矩
折
の
上
段
の
突
出
部
分
(
相
伴
席
)
の
前

(
東
側
)
に
中
央
列
の
四
畳
敷
の
通
り
ノ
聞
が
二
畳
分
張
り
出
し
て
い
る
。
し
か

し
、
先
に
挙
げ
た
矩
折
の
上
段
を
も
っ
書
院
造
殿
舎
に
お
い
て
、
相
伴
席
の
前
に

部
屋
を
設
け
る
例
は
一
つ
も
な
い
し
、
上
段
も
し
く
は
、
上
段
が
あ
る
部
屋
の
規

模
を
次
の
間
(
三
原
城
で
は
二
ノ
問
)
よ
り
大
き
く
し
て
い
る
例
は
、
管
見
に
よ

(4 ) 
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る
と
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
四
畳
敷
の
通
り
ノ
聞
は
後
世
の
改
造
で
、
当
初
は
二

畳
敷
の
部
屋
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
主
座
敷
は
、
東
西
三
間
半
に

南
北
四
間
に
復
元
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
金
一
ノ
間
の
梁
聞
は
四
問
と
な
る
。
梁

は
最
大
で
四
間
の
聞
に
架
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
の
対

面
の
儀
式
で
上
段
に
主
人
以
外
の
人
が
座
る
こ
と
は
な
く
、
相
伴
席
は
無
用
に

な
っ
た
の
で
、
そ
の
前
に
部
屋
を
造
っ
て
も
問
題
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
主
座
敷
の
東
側
に
は
二
ノ
聞
が
続
く
が
、
こ
の
部
屋
は
復
元
拡
大
す
る
金
一

ノ
聞
に
柱
筋
を
合
わ
せ
、
北
の
納
戸
五
畳
を
取
り
込
ん
で
北
側
に
一
間
拡
大
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
東
西
三
聞
に
南
北
四
聞
と
な
る
。
そ
れ
に
続
く
三
ノ

間
も
同
様
に
北
に
一
間
拡
大
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

主
座
敷
の
上
段
に
は
、
座
敷
飾
と
し
て
正
面
(
西
壁
)
に
床
と
違
棚
が
設
け
ら

れ
て
い
た
。
上
段
と
中
央
列
の
納
戸
と
の
境
に
は
、
建
具
に
つ
い
て
の
書
き
込
み

で
は
な
く
、
偏
平
な
台
形
の
出
入
口
の
記
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
出
入
口
記

号
は
、
本
丸
へ
の
入
口
で
あ
る
御
本
門
や
本
丸
御
殿
へ
の
入
口
で
あ
る
中
御
門
に

同
様
も
の
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
指
図
に
お
い
て
は
戸
口
を
表
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
書
院
造
殿
舎
に
お
い
て
主
座
敷
と
納
戸
の
境
の
戸
口
は
、
ほ
か
の
書

院
造
殿
舎
を
見
て
み
る
と
、
帳
台
構
を
設
け
る
例
が
少
な
く
な
い
の
で
、
こ
の
部

分
に
お
い
て
は
帳
台
構
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
上
段
の
南
側
に
は

違
棚
と
書
院
床
す
な
わ
ち
付
書
院
が
付
い
た
一
間
半
四
方
の
上
々
段
が
縁
に
向

か
っ
て
張
り
出
し
、
こ
の
主
座
敷
に
は
す
べ
て
の
座
敷
飾
が
定
型
化
さ
れ
た
左
勝

手
の
配
置
で
設
け
ら
れ
て
い
た
。
次
に
三
ノ
間
の
北
側
の
四
ノ
聞
は
、
先
述
し
た

よ
う
に
三
ノ
聞
の
北
間
仕
切
が
一
間
北
方
に
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
中
央

列
と
北
側
列
を
ま
た
ぐ
三
間
四
方
に
復
元
さ
れ
る
。
金
一
ノ
聞
か
ら
四
ノ
閉
ま
で

が
表
向
き
の
部
屋
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
四
ノ
間
の
北
側
に
は
、
東
西
三
聞
に
南

北
二
間
の
玉
ノ
聞
が
存
す
る
。

次
に
北
側
の
諸
室
は
主
人
の
居
間
、
す
な
わ
ち
中
奥
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
西

奥
に
四
畳
敷
の
矩
折
の
上
段
が
あ
る
東
西
三
間
半
に
南
北
二
問
の
部
屋
が
あ
り
、

こ
の
部
屋
が
中
奥
に
お
け
る
主
人
の
座
所
と
考
え
ら
れ
る
。
「
本
丸
建
物
図
」
に

よ
る
と
、
そ
の
東
側
に
東
西
一
聞
に
南
北
二
問
の
通
り
ノ
聞
が
あ
る
が
、
中
奥
に

( 5 ) 



ゑ
る
ふ

司?

円

内

e z a: 

持

円

同

内門

同

'VjI 2 

哀楽第大広間(大熊喜邦「豊公表楽の大広間」所収)

z 2 3 

図五

a
p
s
&
.

‘・z

h
・
本
九
九
庚
岡
地
伶

R

~ . 
J宮

崎

'
晶
R

'

嶋

，、

策
掌
'
"

-Fa-

‘・

--a

・‘
l
 

a--Ra 

民t
lt. 

~ 
，・
11 " 
1f 

~... 
------..・・面

---e勾

晶
司
，
圃
咽

同

T
a
a
a
 

h

・・hr
・‘
・
s

仲‘zh
・a・-'

• ~ ----a‘
 

|
 --a-

と
τ'喝
.. 

e...... _"'~4 W_tflt.，..tf wI!.!!. 
..&t"ft‘a・冨‘・t'.4“'

『御本丸大広間地絵図J(~仙台市史』所収〉

(6 ) 

d・h
図六



立面図

光湾院客殿 m日本建築史基礎資料集成~+六所収)図七

お
け
る
主
人
の
座
所
の
次
の
部
屋
が
通
路
で
あ
る
通
り
ノ
間
と
い
う
の
は
不
自
然

で
あ
る
し
、
も
ち
ろ
ん
類
例
も
な
い
。
当
初
は
一
つ
の
部
屋
で
あ
っ
た
の
を
建
具

で
仕
切
っ
て
二
つ
に
分
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部
屋
の
西
側
に
は
、
付
書
院

と
棚
が
付
い
た
こ
畳
敷
の
上
々
段
が
縁
に
向
か
っ
て
張
り
出
す
。
表
向
き
の
主
座

敷
以
外
に
上
々
段
を
設
け
る
例
は
な
く
、
特
殊
な
事
例
と
言
え
る
。
次
に
こ
の
部

屋
の
東
側
に
は
、
三
間
四
方
の
贋
聞
が
あ
る
が
、
そ
の
西
側
室
と
南
面
柱
筋
を
揃

え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
南
北
は
二
問
で
あ
っ
た
と
し
た
ほ
う
が
よ

い
。
こ
の
部
屋
と
中
央
列
の
納
戸
の
境
に
は
、
表
向
き
の
主
座
敷
と
納
戸
と
の
間

に
あ
る
戸
口
記
号
と
同
じ
も
の
が
あ
り
、
同
様
に
帳
台
構
を
表
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
麗
聞
に
は
、
帳
台
構
と
違
棚
が
存
し
た
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
ら
は
北
側
一
間
の
位
置
に
あ
っ
た
も
の
を
移
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
主

座
敷
以
外
の
部
屋
に
帳
台
構
を
設
け
る
例
と
し
て
は
、
緊
楽
第
大
広
間
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
中
央
列
は
、
西
側
か
ら
順
に
東
西
二
間
半
に
南
北
一
聞
の
納
戸
、

一
間
四
方
の
通
り
ノ
問
、
東
西
三
聞
に
南
北
一
間
の
納
戸
が
復
元
さ
れ
る
。

「
本
丸
建
物
図
」
に
よ
る
と
大
広
間
の
南
東
隅
に
は
、
一
間
半
四
方
の
板
聞
が

あ
る
。
仙
台
城
本
丸
大
広
間
に
は
、
こ
の
部
分
に
首
ジ
ツ
ケ
ン
ノ
間
(
中
門
)
が

あ
る
。
大
広
間
の
板
間
も
位
置
か
ら
し
て
中
門
の
可
能
性
が
あ
る
。
中
門
は
一
般

的
に
主
屋
か
ら
突
出
し
、
切
妻
造
の
屋
根
を
架
け
、
正
面
に
建
具
と
し
て
連
子
窓

{mv 

と
板
戸
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
(
図
七
)
。
し
か
し
、
三
原
城
本
丸
大
広
間
は
縁

の
一
部
を
区
画
し
た
だ
け
で
突
出
さ
せ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
明
治
十
四
年

(
一
八
八
一
)
の
三
原
城
本
丸
御
殿
を
撮
影
し
た
古
写
真
(
三
原
市
歴
史
民
俗
資

料
館
蔵
)
(
図
八
)
に
よ
る
と
板
間
の
東
側
に
は
、
横
連
子
窓
が
設
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
板
聞
は
、
一
般
的
な
中
門
と
は
言
い
難

い
が
、
少
な
く
と
も
中
門
を
意
識
し
て
造
っ
た
と
考
え
ら
れ
弱
。
次
に
、
そ
の
北

側
に
は
東
西
一
間
半
に
南
北
一
間
の
板
聞
が
あ
る
。
こ
の
板
間
の
東
側
に
は
「
本

丸
建
物
図
」
か
ら
外
聞
き
の
板
戸
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
古
写
真
か
ら
屋
根

に
軒
唐
破
風
が
復
元
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
車
寄
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
板
間
は
中
門
の
隣
に
位
置
し
、
表
向
き
の
部
屋
と
柱
筋
を
合
わ
せ
縦
長

の
畳
敷
の
部
屋
と
す
る
例
が
少
な
く
な
時
。
し
た
が
っ
て
、
当
初
は
東
西
一
間
半

(7) 
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に
南
北
四
問
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
が
、
特
に
南
北
一
聞
に
改
変
す
る
理
由
は
見

当
た
ら
ず
、
江
戸
時
代
の
改
造
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

次
に
東
・
南
面
に
は
、
幅
一
間
半
の
縁
側
、
西
面
に
は
幅
一
間
の
縁
側
、
東
・

南
面
に
は
さ
ら
に
半
間
の
落
縁
が
あ
る
。
北
面
は
、
幅
一
間
の
畳
敷
の
縁
側
、
さ

ら
に
同
じ
く
幅
一
間
の
板
敷
の
縁
側
が
あ
る
。
ま
た
東
・
南
面
の
落
縁
、
西
・
北

の
縁
側
外
周
に
は
柱
が
立
て
ら
れ
、
建
具
と
し
て
雨
戸
と
腰
障
子
が
設
け
ら
れ
、

落
縁
を
屋
内
に
取
り
込
む
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
雨
戸
は
、
後
世
の
雨
戸
の
よ

う
に
柱
の
外
側
に
引
く
も
の
で
は
な
く
、
柱
聞
に
装
置
さ
れ
た
舞
良
戸
と
腰
障
子

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
認
。
な
お
、
西
側
の
縁
側
内
に
あ
る
柱
は
、

の
な
い
も
の
で
、
当
初
か
ら
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
江
戸
時
代
に
椅
わ
さ
れ

た
も
の
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四

大
広
間
の
建
築
年
代

次
に
大
広
間
の
建
築
年
代
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
ま
ず
矩
折
の
上
段
を
も
つ

こ
と
か
ら
、
桃
山
時
代
の
建
築
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
三
列
構
成
の
平

面
で
あ
る
こ
と
、
矩
折
の
上
段
を
も
つ
こ
と
、
座
敷
飾
が
定
型
化
さ
れ
た
配
置
で

あ
る
こ
と
、
落
縁
を
屋
内
に
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
家
楽
第
大
広
間
と
共

通
点
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
無
関
係
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
茨
楽
第
大
広
間
を
参
考
に
し
て
建
て
ら
れ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
三
原
城
本
丸
大
広
間
の
部
材
と
伝
え
ら
れ
る
小
組
格
天
井
の
小
組

の
組
子
と
そ
の
裏
板
が
残
っ
て
い
か
〕
(
図
九
)
。
裏
板
に
残
る
鑓
飽
の
跡
か
ら
、

こ
の
部
材
は
十
六
世
紀
末
期
か
ら
十
七
世
紀
前
期
、
す
な
わ
ち
桃
山
時
代
の
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。
御
殿
の
天
井
に
は
小
組
格
天
井
の
ほ
か
に
格
天
井
や
梓
縁
天
井

が
あ
り
、
さ
ら
に
は
格
天
井
の
格
子
の
中
に
絵
を
描
い
た
も
の
や
、
折
上
げ
た
も

の
な
ど
が
あ
り
、
御
殿
や
部
屋
の
格
式
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
小
組
格
天
井
は
、
名
古
屋
城
本
丸
対
面
所
上
段
の
間
に
用
い
ら
れ
て
い

た
格
式
の
高
い
天
井
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
組
格
天
井
を
も
っ
大
広
間
は
、

格
式
が
高
く
豪
華
な
御
殿
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
福
島
・
浅
野
統
治

時
代
の
三
原
城
は
広
島
城
の
支
城
に
す
ぎ
ず
、
本
城
で
あ
る
広
島
域
の
御
殿
と
同

等
も
し
く
は
そ
れ
を
超
え
る
よ
う
な
格
式
の
高
い
御
殿
を
造
営
す
る
必
要
は
な

い
。
小
早
川
隆
景
は
天
正
十
六
年
(
一
五
八
八
)
に
楽
楽
第
を
訪
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
模
倣
し
て
建
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
御
殿
の
格
式
か
ら
し
で
も
、
松
岡

氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
広
間
は
小
早
川
隆
景
が
造
営
し
た
と
し
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
天
正
十
六
年
か
ら
隆
景
が
死
去
す
る
慶
長
二
年
(
一
五

九
七
)
の
聞
の
建
築
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(8 ) 
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三
原
城
本
丸
大
広
間
は
、
南
側
列
の
対
面
の
儀
式
を
行
う
表
向
き
の
部
屋
、
北

側
列
の
中
奥
、
そ
し
て
そ
の
聞
に
位
置
す
る
納
戸
な
ど
比
較
的
小
規
模
な
奥
向
き

の
部
屋
の
三
列
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
対
面
の
儀
式
を
行
う
表
向
き
の
諸
室
を
一

列
に
配
し
て
い
る
こ
と
、
主
人
の
居
間
で
あ
る
中
奥
が
同
一
の
殿
舎
内
に
あ
る
こ

と
な
ど
、
書
院
造
の
一
殿
舎
一
機
能
が
確
立
す
る
以
前
の
古
式
な
平
面
と
言
え

る
。
こ
の
よ
う
な
平
面
を
も
っ
殿
舎
は
、
取
水
楽
第
大
広
間
や
仙
台
城
本
丸
大
広
間
、

(
お
)

瑞
巌
寺
本
堂
(
図
十
)
な
ど
が
あ
る
。
部
屋
の
使
い
方
は
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い

が
、
楽
楽
第
大
広
間
は
、
矩
折
の
上
段
を
持
つ
こ
と
や
落
縁
の
外
周
に
柱
を
立
て
、

そ
の
柱
聞
に
建
具
を
設
け
て
、
落
縁
を
屋
内
に
取
り
込
む
こ
と
な
ど
の
古
式
な
点

で
平
面
が
類
似
し
て
い
る
。
楽
楽
第
大
広
間
で
は
『
輝
元
公
御
上
洛
日
記
』
に
よ

る
と
表
向
き
の
複
数
の
部
屋
を
一
列
に
使
い
対
面
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
が
}
(
図

十
一
)
こ
と
か
ら
、
三
原
城
本
丸
大
広
間
も
爽
楽
第
と
同
様
の
使
い
方
を
し
て
い

た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
表
側
の
諸
室
は
梁
聞
が
四
間
と
、
通
常
の
三
間
よ
り
大

き
い
の
も
特
色
で
あ
る
。

座
敷
飾
に
つ
い
て
は
、
表
側
の
西
奥
の
主
座
敷
に
は
、
正
面
に
床
と
棚
、
向
か
っ

て
右
側
に
は
、
帳
台
構
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
向
か
っ
て
左
側
に
は
、
縁
に

張
り
出
し
た
上
々
段
を
配
し
、
こ
こ
に
付
書
院
と
棚
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
配
置

は
、
安
土
城
天
主
や
畳
巨
大
坂
城
本
丸
御
殿
が
座
敷
飾
を
自
由
な
配
置
と
し
て
い

る
の
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
(
図
十
二
)
な
ど
後
世
の
書
院

造
殿
舎
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
定
型
化
し
た
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
平
井
聖
氏
に
よ

(
謁
)

る
と
座
敷
飾
の
定
型
化
は
、
十
六
世
紀
末
で
三
原
城
本
丸
大
広
間
は
、
そ
の
早
例

と
言
え
よ
う
。

(9 ) 

結

五口
三
日

本
稿
で
は
、
「
本
丸
建
物
図
」
を
主
な
資
料
と
し
て
三
原
城
本
丸
大
広
間
の
復

元
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
広
聞
は
三
列
構
成
の
平
面
を
も
つ
こ
と
、
矩

折
の
上
段
を
も
つ
こ
と
、
落
縁
を
屋
内
に
取
り
込
む
こ
と
な
ど
古
式
な
形
式
を
有

し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
座
敷
飾
は
、
す
で
に
定
型
化
し
た
配
置
と
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
小
早
川
隆
景
の
造
営
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

示
し
、
書
院
造
の
研
究
に
お
い
て
、
資
料
の
乏
し
い
桃
山
時
代
前
期
に
お
け
る
貴

重
な
事
例
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
稿
で
は
、
大
広
間
の
復
元
考
察
に
と
ど
ま
っ
た
。
三
原
城
本
丸
御
殿
に
つ
い



て
は
、
大
広
間
と
書
院
を
幅
の
狭
い
廊
下
で
繋
い
で
い
る
こ
と
、
奥
御
書
院
の
規

模
が
大
き
い
こ
と
な
ど
の
特
色
が
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る

こ
と
に
し
た
い
。

な
お
本
稿
を
草
す
る
に
当
た
っ
て
、
三
原
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学
芸
員

の
時
元
省
二
氏
に
は
資
料
の
閲
覧
な
ど
に
便
宜
を
図
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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図十瑞巌寺本堂平面図

(W日本建築史基礎資料集成』十六所収)

図+ニ 名古屋減本丸御殿平面図(名古屋城管理事務所所収図)

(10 ) 

図十一家楽第着座の図

(W輝元公御上洛日記』所収)



(
1
)
順
勝
寺
山
門
(
三
原
市
西
町
)
・
糸
碕
神
社
神
門
(
三
原
市
糸
崎
町
)
・
安

楽
寺
山
門
(
三
原
市
鷺
浦
町
)
な
ど
。

(
2
)
「
備
後
之
内
三
原
城
所
(
正
保
域
絵
図
)
」
(
国
立
公
文
書
館
蔵
)
・
「
備
後

国
三
原
城
下
絵
図
」
(
三
原
市
立
図
書
館
蔵
)
・
「
備
後
三
原
絵
図
」
(
三
原
市

立
図
書
館
蔵
)
・
「
備
後
国
三
原
城
絵
図
」
(
個
人
蔵
)

(
3
)
三
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵

(
4
)
三
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵

(
5
)
桜
井
敏
雄
・
松
岡
利
郎
「
城
郭
殿
舎
(
武
家
住
宅
)
の
成
立
過
程
|
城
郭

に
お
け
る
殿
舎
建
築
の
研
究

(
1
)
」
(
『
近
畿
大
学
理
工
学
部
研
究
報
告
』

第
十
七
号
、
昭
和
五
十
七
年
)
、
『
復
元
大
系
日
本
の
域
』

6
中
国
(
ぎ
ょ
う

せ
い
、
平
成
四
年
)
参
照
。

(
6
)
『
偽
通
禅
寺
住
寺
記
』
(
「
三
原
市
史
」
第
五
巻
資
料
編
二
、
三
原
市
役
所
、

昭
和
五
十
六
年
所
収
)

壬
子
歳
六
月
十
一
日
新
高
山
普
請
始
、
同
廿
六
日
隆
景
ワ
タ
マ
シ
ア
リ
。

(
7
)
新
高
山
城
に
お
け
る
建
築
に
つ
い
て
は
、
永
禄
四
年
(
一
五
六
一
)
に
毛

利
元
就
・
隆
元
が
新
高
山
城
を
訪
れ
た
際
の
記
録
か
ら
会
所
・
御
裏
御
座
敷
・

舞
台
・
井
上
春
忠
邸
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
三
原
市
本
町

に
所
在
す
る
重
要
文
化
財
宗
光
寺
山
門
は
、
新
高
山
域
内
に
存
し
た
円
を
移

築
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
史
料
的
根
拠
が
乏
し
い
ば
か
り
か
形
式
か

ら
も
そ
の
伝
承
に
は
問
題
点
が
少
な
く
な
い
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
宗
光
寺

山
門
の
新
高
山
城
か
ら
の
移
築
説
に
対
す
る
疑
問
」
(
「
内
海
文
化
研
究
紀
要
」

第
三
十
六
号
、
平
成
二
十
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
8
)
「
小
早
川
家
系
図
」
(
『
小
早
川
家
文
書
』
所
収
)

(
9
)
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
四
十
一

六
郎
右
衛
門
尉
事
、
釣
隆
景
遣
置
、
三
原
在
番
申
付
候
。

(
叩
)
本
多
博
之
「
小
早
川
隆
景
と
三
原
」
(
『
芸
備
地
方
史
研
究
」
第
二
六

0
・

二
六
一
号
、
平
成
二
十
年
)

(
日
)
「
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
百
三
十
六

能
申
候
、
愛
元
隙
明
之
、
明
日
帰
城
侯
問
、
従
廿
日
堀
普
請
可
申
付
候
。

(
ロ
)
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
五
十
七

三
原
屋
敷
配
申
付
下
向
候
問
、
定
頃
者
五
間
三
間
充
も
可
立
候
哉
、
両
三

人
輪
番
ニ
被
仕
、
五
日
-
二
度
見
廻
候
市
、
坪
泉
被
申
談
、
家
々
出
自
入

目
無
之
様
ニ
、
小
路
直
ニ
可
被
申
付
候
。

(
臼
)
例
え
ば
、
三
原
市
本
町
に
所
在
す
る
成
就
寺
は
、
棟
札
に
よ
る
と
天
正
十

九
年
(
一
五
九
一
)
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。

(
M
)
『
萩
藩
閥
閲
録
遺
漏
』
巻
二
の
二

釣
河
惣
別
紙
披
見
候
、
門
矢
倉
之
事
、
太
略
才
木
取
合
候
て
年
内
可
仕
立

之
由
肝
要
候
、
此
間
之
柱
な
と
不
足
之
由
申
下
候
問
、
ふ
く
』
ニ
心
得
候

処
祝
着
候
、
気
遣
令
察
候
。

一
門
矢
倉
ふ
り
の
儀
ハ
唯
今
の
ま
す
か
た
ニ
相
背
て
ハ
い
か
』
の
事
に
て

侯
問
、
見
合
令
之
姿
ニ
能
様
可
申
付
候
事
。

『
悌
通
禅
寺
住
持
記
』
(
「
三
原
市
史
』
第
五
巻
資
料
編
二
、
三
原
市
役
所
、

昭
和
五
十
六
年
所
収
)

同
秋
新
高
山
之
城
三
原
江
御
引
キ
ニ
付
、
高
山
御
台
所
ヲ
引
キ
、
同
十
一

月
二
日
悌
通
寺
大
庫
裡
折
始
ア
リ
、
三
原
之
御
城
慶
長
元
年
之
冬
出
来
仕

候
、
御
忽
キ
被
遊
候
故
、
昼
夜
人
夫
年
申
候
、
石
垣
大
石
不
残
舟
木
城
山

之
石
御
引
キ
取
被
遊
候
。

(
日
)
『
広
島
県
史
』
近
世
資
料
編
I

(
広
島
県
、
昭
和
四
十
六
年
)
所
収
。

(
日
)
「
吏
務
年
誌
」
三
原
域
内
建
物
等
の
入
札
に
つ
き
達
(
『
三
原
市
史
』
第
六

巻
資
料
編
三
、
三
原
市
役
所
、
昭
和
六
十
一
年
所
収
)

(
げ
)
「
史
跡
小
早
川
城
跡
(
三
原
城
跡
)
石
垣
修
理
工
事
報
告
書
』
(
三
原
市
教

育
委
員
会
、
平
成
二
十
年
)
参
照
。

(
日
)
「
本
丸
内
建
物
」
に
は
、
玄
関
左
側
の
御
用
達
所
の
よ
う
に
「
本
丸
建
物

図
」
に
は
な
い
建
物
が
い
く
つ
か
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
両
者
の
制
作

年
代
に
は
若
干
の
差
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
凹
)
「
本
丸
建
物
図
」
に
記
さ
れ
て
い
る
部
屋
の
名
称
は
、
図
が
制
作
さ
れ
た

江
戸
時
代
の
も
の
で
、
当
初
か
ら
の
名
称
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
本

稿
で
は
便
宜
上
そ
の
記
述
に
し
た
が
っ
て
お
く
。

、.J
噌

E
A

噌

E
ム，，a
、



(
却
)
本
願
寺
書
院
は
、
秀
吉
の
伏
見
城
か
ら
移
築
さ
れ
た
も
の
と
い
う
伝
承
が

あ
っ
た
が
、
「
国
宝
本
願
寺
書
院
修
理
工
事
報
告
書
』
(
京
都
府
教
育
庁
文
化

財
保
護
課
、
昭
和
三
十
四
年
)
に
よ
る
と
、
移
築
の
痕
跡
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
ま
た
藤
岡
通
夫
(
「
西
本
願
寺
(
対
面
所
・
白
書
院
)
私
考
」
『
近
世
建

築
論
集
』
、
中
央
公
論
美
術
、
昭
和
四
十
四
年
)
に
よ
る
と
寛
永
九
年
(
一

六
三
二
)
頃
に
徳
川
家
光
の
上
洛
に
際
し
て
造
営
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と

一言
P

フ。

(
幻
)
大
熊
喜
邦
「
豊
公
束
楽
の
大
広
間
」
(
『
建
築
史
』
二
の
一
、
昭
和
十
五
年
)

所
収
の
図
。

(
沼
)
『
輝
元
公
御
上
洛
日
記
』
所
収
の
図
。

(
幻
)
「
御
城
御
屋
形
絵
図
」
(
浅
野
文
庫
蔵
)

(
但
)
「
域
内
御
絵
図
」
(
熊
本
市
教
育
委
員
会
蔵
)

(
お
)
「
平
左
衛
門
元
屋
敷
家
材
木
覚
帳
」
(
永
青
文
庫
蔵
)

(
お
)
仙
台
城
本
丸
大
広
間
に
は
、
四
枚
の
古
図
が
残
っ
て
い
る
が
、
部
屋
の
規

模
な
ど
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
佐
藤
巧
は
、
安
永
田
年
(
一
七
七
五
)
に
大

広
間
を
拝
見
し
た
安
部
彦
右
衛
門
の
記
録
と
図
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
「
御
本

丸
御
家
作
御
絵
図
」
(
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
)
と
「
御
本
丸
大
広
間
地
絵
図
」
(
斎

藤
報
恩
会
蔵
)
の
二
枚
が
信
用
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
「
御

本
丸
大
広
間
地
絵
図
」
を
用
い
た
。

(
幻
)
『
匠
明
』
殿
屋
集
所
収
。
『
匠
明
』
は
、
江
戸
幕
府
大
棟
梁
の
平
内
家
伝
来

の
木
割
書
で
殿
屋
集
・
門
記
集
・
堂
記
集
・
塔
記
集
・
社
記
集
の
玉
巻
か
ら

な
る
。
慶
長
十
三
年
三
六

O
八
)
平
内
政
信
、
同
十
五
年
平
内
吉
政
の
奥

書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
慶
長
十
五
年
頃
に
完
成
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
「
二
丸
御
書
院
御
広
間
絵
図
」
(
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
)

(
却
)
現
存
遺
構
で
は
、
園
城
寺
子
院
の
光
浄
院
客
殿
や
勧
学
院
客
殿
な
ど
に
中

門
が
あ
る
。
な
お
、
現
存
例
は
な
い
が
、
古
図
に
よ
る
と
緊
楽
第
大
広
間
な

ど
矩
折
の
中
門
を
も
っ
例
が
あ
る
。
禅
宗
方
丈
に
見
ら
れ
る
矩
折
の
玄
関
と

の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
別
稿
に
譲
る
。

(
叩
)
こ
の
よ
う
な
中
門
は
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
改
造
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
写
真
で
見
る
限
り
、
右
隣
の
柱
聞
の
戸
口
と
の
納
ま
り
も
悪
く

な
い
の
で
、
改
造
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(
出
)
例
え
ば
緊
楽
第
大
広
間
で
は
公
卿
の
問
、
仙
台
城
本
丸
大
広
間
で
は
紅
葉

ノ
聞
が
該
当
す
る
。

(
明
記
)
こ
の
よ
う
に
落
縁
の
外
周
に
柱
を
立
て
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
天
正
年
間

(
一
五
七
三

i
九
二
)
に
な
っ
て
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
天
正
十
五
年
(
一

五
八
七
)
に
秀
吉
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
那
智
山
青
岸
渡
寺
本
堂
(
和
歌
山

県
)
は
、
幅
一
間
の
廻
縁
(
落
縁
)
が
廻
ら
さ
れ
、
そ
の
縁
先
に
柱
が
立
て

ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
天
正
十
五
年
に
秀
吉
の
命
に
よ
っ
て
厳
島
に
造
営
さ

れ
た
大
経
堂
(
現
、
厳
島
神
社
末
社
豊
田
神
社
本
殿
)
は
幅
一
間
の
廻
縁

(
広
縁
)
の
さ
ら
に
外
側
に
幅
半
間
の
落
縁
を
廻
ら
せ
、
そ
の
縁
先
に
柱
を

立
て
て
い
る
。
ほ
か
に
も
秀
吉
の
廟
所
で
あ
る
豊
田
神
社
か
ら
移
築
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
宝
厳
寺
観
音
堂
(
滋
賀
県
)
に
も
同
様
の
手
法
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
落
縁
の
外
周
に
柱
を
立
て
る
の
は
、
縁
の
幅
を
広
く

し
た
た
め
、
軒
の
出
を
伸
、
は
す
必
要
が
生
じ
、
そ
れ
を
支
え
る
た
め
に
軒
支

柱
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

(
お
)
三
原
市
立
三
原
小
学
校
蔵

(
但
)
と
こ
ろ
で
、
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
に
お
い
て
、
広
間
と
書
院
が

L
字
型
に

配
す
る
平
面
な
の
に
対
し
て
、
対
面
所
は
一
列
型
の
古
式
な
平
面
と
な
っ
て

い
る
。
万
延
元
年
(
一
八
六

O
)
に
奥
村
徳
義
が
著
し
た
『
金
城
温
古
録
』

に
よ
る
と
御
対
面
所
は
清
須
城
か
ら
移
築
さ
れ
た
と
あ
り
、
建
築
年
代
が
名

古
屋
城
本
丸
御
殿
完
成
年
の
元
和
元
年
(
一
六
一
五
)
よ
り
古
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

(
お
)
瑞
巌
寺
本
堂
は
、
禅
宗
寺
院
で
あ
る
た
め
仏
間
や
室
中
と
い
っ
た
部
屋
が

あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
取
り
払
い
、
残
っ
た
左
右
の
部
屋
を
結
合
さ
せ
る
と
、

武
家
殿
舎
の
構
成
と
な
る
。

(
お
)
「
輝
元
公
御
上
洛
日
記
』
天
正
十
六
年
七
月
二
十
二
日
条
な
ど
。

(
訂
)
拙
稿
「
安
土
城
天
主
の
平
面
復
元
に
関
す
る
試
案
」
(
『
史
皐
研
究
』
第
二

五
五
号
、
平
成
十
九
年
)
参
照
。

(12 ) 



(
犯
)
平
井
聖
「
日
本
住
宅
の
歴
史
』
(
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
四
十
九
年
)

参
照
。
な
お
、
個
々
の
座
敷
飾
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
太
田
博
太
郎
『
書
院

造
」
(
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
十
一
年
)
に
詳
し
い
。

(13 ) 


